
大
阪
市
大橋

梁
研
新
聞

令
和
元
年
12
月
28
日
発
行

第4号

橋
梁
業
界
の
出
来
事2

0
1
9

3
月
関
空
連
絡
橋
桁
の
修
復
完
了
し
仮
復
旧

6
月
6
日
調
査
か
ら
維
持
管
理
ま
で
国
交
省
がC

IM

を
原
則
化

6
月
17
日
田
中
賞
に
天
龍
峡
大
橋
や
天
城
橋

6
月
27
日
大
林
組
が
建
設
用3

D

プ
リ
ン
タ
ー
で
試
験
施
工

8
月
19
日
首
都
高
小
松
川JC

T

が
年
内
開
通
へ

9
月
9
日
漂
流
船
が
横
浜
港
南
本
牧
は
ま
道
路
の
橋
に
衝
突

10
月
3
日
台
湾
で1

4
0
m

の
ア
ー
チ
橋
が
突
如
崩
落

12
月
10
日
阪
神
高
速
湾
岸
線
西
神
部
に
か
か
る

長
大
橋
の
形
式
が
決
定

海
外
で
の
論
文
発
表

・2
0
1
9
IA

B
S

E
C

o
n
g
ress

N
ew

Y
o
rk

C
ity

(

9
月
4
日
～
6
日)

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
，
社
会
人
ド
ク
タ
ー
1
人(

有

村
さ
ん)

，
学
生
1
人(

足
立)

が
発
表
し
ま
し
た
．

・

E
ast

A
sia-P

acific
C

o
n
feren

ce
o
n

S
tru

ctu
ral

E
n
g
in

eerin
g

an
d

C
o
n
stru

ctio
n

(

12
月
4
日
～
6
日)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス

ベ
ン
で
開
催
さ
れ
，
社
会
人
ド
ク
タ
ー
2
人

(

岑
山
さ
ん
，
松
本
さ
ん)

，
学
生
2
人(

浅
野
，

佐
倉)

が
発
表
し
ま
し
た
．

令
和
元
年
度
前
期
に
は
，
学
部
4
回
生
が
5
名
，
中
国
か
ら

研
究
生(

後
期
よ
り
後
期
博
士
課
程)

が
1
名
の
計
6
名
が
研
究

室
に
加
わ
り
ま
し
た
．
さ
ら
に
後
期
か
ら
は
，
早
期
配
属
生
と

し
て
3
回
生
が
4
人
加
わ
り
ま
し
た
．
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は

左
の
表
の
通
り
で
す
．
全
員
で
協
力
し
，
切
磋
琢
磨
し
あ
い
，

素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て

お
り
ま
す
．

教授 山口

特任教授 古田

客員教授 長崎 三ツ木

秘書 北見
D3 上野 有村 松本 岑山 郎 杉本

D1 白井 申

M1 浅野 足立 神野 佐倉 陳

B4 大浦 岡本 中本 藤原 松井

研究生 頼

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

施
行
技
術
総
合
研
究
所
に
て
，
鋼
鈑
桁
摩
擦

接
合
連
結
部
の
4
点
曲
げ
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
．
本
試
験
は
，
ウ
ェ
ブ
継
手
と
フ
ラ
ン
ジ
継

手
の
す
べ
り
に
対
す
る
協
働
作
用
・
す
べ
り
挙

動
，
支
圧
耐
力
を
考
慮
し
た
終
局
耐
力
に
つ
い

て
検
討
す
る
も
の
で
す
．

試験体(載荷後)

学
会
発
表

➢
2
0
1
9

年
度

土
木
学
会

関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会

5
月
11
日
に
大
阪
大
学
に
て
行
わ

れ
た
本
学
会
へ
，
修
士
1
回
生
の
4

人
が
論
文
を
投
稿
し
，
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
．
そ
の

結
果
，
修
士
1
回
生
の
佐
倉
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

➢
2
0
1
9

年
度

全
国
大
会

第
74
回
年
次
学
術
講
演
会

9
月
3
～
5
日
に
香
川
大
学
に
て

行
わ
れ
た
本
学
会
へ
，
修
士
1
回
生

お
よ
び
博
士
2
回
生
，
昨
年
度
の
卒

業
生
の
計
11
名
が
論
文
を
投
稿
し
，

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
．

受賞した佐倉くん

全国大会飲み会にて

ぶ
ら
土
木

大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
土
木

構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら
土
木
」
も
今
年
で
2

年
目
と
な
り
ま
し
た
．
今
年
度
は
，
恋
野
橋
上
部
の

送
り
出
し
架
設
現
場
，
阿
口
橋
の
床
版
取
替
現
場
，

鳴
尾
橋
の
新
設
橋
桁
架
設
現
場
，N

E
X

C
O

西
日
本
茨

木
技
術
研
修
セ
ン
タ
ーI-T

R

と
い
っ
た
計
4
箇
所
の

現
場
見
学
会
に
行
き
ま
し
た
．
め
っ
た
に
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
現
場
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
，
大
変
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

新
研
究
室
ロ
ゴ
マ
ー
ク

橋
梁
工
学
研
究
室
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
．
デ
ザ
イ
ン
は
学

部
4
回
生
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
ま
し

た
．
橋
梁
工
学
研
究

室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
同
窓
会
の
横
断
幕

な
ど
早
速
取
り
入
れ

て
お
り
ま
す
の
で
，

ぜ
ひ
探
し
て
み
て
下

さ
い
．

シドニーハーバーブリッジ

山
口
先
生
教
授
就
任
10
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
・
第
17
回
同
窓
会

6
月
30
日
に
，
山
口
先
生
教
授
就

任
10
周
年
記
念
祝
賀
会
が
リ
ス
ト
ラ
ン

テ
・
コ
ロ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
，
総
勢

70
名
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
．7

月
19
日
に
，
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪

に
て
第
17
回
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

技
術
交
流
会
で
は
，
阪
神
高
速
道
路
株

式
会
社
高
田
様(

平
成
21
年
度
博
士
卒)

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
．

10周年記念パーティーの様子

同窓会 集合写真 恋野橋送り出し架設現場

IABSE

での発表

ブルックリンブリッジ



橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト

11
月
16
日
，
神
戸
市
の
橋
の
科
学
館
に

て
，
橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
．
今
年
は
，
参
加
グ
ル
ー
プ
数
に

制
限
が
あ
っ
た
た
め
，
2
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
て
模
型
を
作
り
，
予
選
を
行
い
出
場

す
る
模
型
を
1
つ
決
定
し
ま
し
た
．
出
場

し
た
糸
吉
大
橋
は
，
あ
ま
り
模
型
コ
ン
テ

ス
ト
の
出
場
の
な
い
吊
橋
形
式
を
採
用
し
，

中
国
の
伝
統
結
芸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し

た
が
，
残
念
な
が
ら
受
賞
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
．
ま
た
，
予
選
敗
退
し
た
蜂

を
モ
チ
ー
フ
に
し
たK

o
B

ee

も
会
場
に
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

参加メンバー

糸吉大橋

Ko-Bee

ブ
リ
コ
ン2

0
1

9
(J

S
B

C
)

8
月
28
～
30
日
に
九
州
工
業
大
学
に

てJS
B

C

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
本
学

か
ら
は
1
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
．

大
阪
市
立
大
学
伝
統
の
ア
ー
チ
形
式

を
踏
襲
し
，
今
ま
で
に
な
い
橋
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
，
ブ
リ
コ
ン
で

実
績
の
ほ
と
ん
ど
な
い
，
バ
ス
ケ
ッ
ト

ハ
ン
ド
ル
型
ニ
ー
ル
セ
ン
ロ
ー
ゼ
橋
を

参
考
に
し
ま
し
た
．

架
設
時
間
規
制
の
40
分
以
内
は
ク
リ

ア
し
た
も
の
の
，
載
荷
試
験
で
の
た
わ

み
量
が
規
定
値
を0

.3
m

m

超
え
た
こ
と

や
，
落
下
物
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な

ど
に
よ
っ
て
，
残
念
な

が
ら
失
格
と
な
り
ま
し

た
．来

年
度
の
後
輩
た
ち

が
総
合
優
勝
を
勝
ち
取

れ
る
よ
う
，
研
究
室
一

同
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

と
思
い
ま
す
．

上
野
様
の
ご
活
躍

投
稿
論
文
一
覧

<

構
造
工
学
論
文
集>

奥
原

1

（
修
了
生
）:

薄
鋼
板
に
高
強
度
ね
じ
付
き
ス
タ
ッ
ド
を
溶

接
し
た
摩
擦
接
合
継
手
の
導
入
軸
力
と
す
べ

り
挙
動
に
関
す
る
研
究
，
廣
澤

1(

修
了

生)

：
鋳
鉄
床
版
モ
ジ
ュ
ー
ル
接
合
部
に
適

用
し
た
高
力
ボ
ル
ト
引
張
接
合
継
手
の
力
学

的
挙
動
に
関
す
る
解
析
的
検
討
，
山
本

1(

修

了
生)

：
高
力
ス
タ
ッ
ド
ボ
ル
ト
を
用
い
た

一
面
摩
擦
接
合
継
手
の
力
学
的
挙
動
に
関
す

る
研
究
，
舟
山

1

（
修
了
生
）
杉
本

2

（
博

3
）
：
主
構-

床
げ
た
が
ボ
ル
ト
接
合
さ
れ

た
床
組
構
造
を
有
す
る
橋
梁
の
疲
労
き
裂
に

対
す
る
効
果
的
な
補
修
方
法
に
関
す
る
研
究
，

岑
山

1

（
博
3
）
杉
本

2

（
博
3
）
：
フ
ィ

ラ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
2
列
配
置
高
力
ボ
ル

ト
引
張
継
手
の
高
強
度
化
に
関
す
る
検
討
，

高
井

1

（
九
州
工
業
大
学
）
森
山

2

（
熊
本

大
学
）
山
本

4

（
修
了
生
）
：
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
継
手
の
引
張
載
荷
実
験
に
お
け
る

試
験
体
ボ
ル
ト
行
数
の
す
べ
り
お
よ
び
母
板

降
伏
挙
動
へ
の
影
響
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
，

藤
本

2

（
修
了
生
）
：
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接

合
を
用
い
た
腐
食
損
傷
に
対
す
る
当
て
板
補

修
部
の
す
べ
り
挙
動
に
関
す
る
実
験
的
検
討
，

上
野

1

（
博
3
）
：
各
種
ケ
ー
ブ
ル
の
ク

リ
ー
プ
を
考
慮
し
た
中
小
無
補
剛
吊
橋
の
挙

動
に
関
す
る
解
析
的
研
究
，
有
村

1

（
博

3
）
廣
澤

2

（
修
了
生
）
舟
山

3

：
支
間
部

に
腐
食
劣
化
の
生
じ
た
鋼I

桁
橋
の
耐
荷
性

能
評
価
に
関
す
る
解
析
的
検
討

<

鋼
構
造
論
文
集>

小
林

1

（
修
了
生
）
松
本

2

（
博
3
）
：
半
幅
員
施
工
下
に
お
け
る
既

設
合
成
桁
床
版
取
替
え
時
の
主
桁
補
強
量
の

低
減
手
法
と
合
成
作
用
に
関
す
る
基
礎
的
研

究

<
lA

B
S

E
>

有
村(

博
3):A

n
a
ly

tica
l

S
tu

d
y

o
n

L
o
ad

C
arry

in
g

C
ap

ac
ity

as
a

S
tru

c
tu

ra
l

S
y
ste

m
o
f

C
o
rro

d
ed

S
tee

l
I-G

ird
e
r

B
rid

g
e

．

足
立(

修
1)A

n
a
ly

tica
l

S
tu

d
y

o
n

C
u
rv

ed

B
o
x

G
ird

er
B

rid
g
es

w
ith

M
in

im
u
m

H
o
rizo

n
ta

l
S
tiffe

n
e
rs.

<
E

A
S

E
C

>

岑
山
（
博
3
）
：D

ev
e
lo

p
m

e
n
t

o
f

an
E

m
e
rg

e
n
c
y

B
rid

g
e

w
ith

th
e

D
o
u
b
le

E
n

d
P

late
C

o
n
n
ec

tio
n

U
sin

g
H

ig
h

S
tre

n
g
th

B
o
lt

松

本

（

博

3

）

：

C
o
m

p
o
site

A
c
tio

n
B

etw
ee

n
S
tee

l
G

ird
e
r

an
d

P
recast

C
o
n
c
rete

C
o
n
sid

e
rin

g

H
a
u
n
c
h
es/M

o
rtar

a
n
d
S
tu
d
’s

G
eo

m
e
tric

a
l

C
o
n
fig

u
ra

tio
n
s

佐

倉

（

修

1

）

：

B
earin

g
L

im
it

S
tate

o
f

H
ig

h
-S

tre
n
g
th

o
f

S
ta

in
less

S
tee

l
C

o
lu

m
n
s

W
ith

G
u
sset

P
lates

<

そ

の

他

主

な

活

動>

・T
h
e

9th

T
a
iw

a
n
-Jap

a
n
ese

W
o
rk

sh
o
p

o
n

S
tru

c
tu

ra
l

B
rid

g
e

E
n
g
in

ee
rin

g

・
令
和
元
年
度
土
木
学

会
関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会
：
優
秀
発
表

賞
，
佐
倉
（
修
1
）
・
令
和
元
年
全
国
大
会

第
74
回
年
次
学
術
講
演
会
・
第
51
回
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
近
畿
支
部
研
究
発
表
会
・
橋

梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
・
関
西
土
木
リ
ー
グ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

は
じ
め
ま
し
た

橋
梁
工
学
研
究
室

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
新
た
に
開
始
し
ま

し
た
．
研
究
室
の
活

動
や
，
橋
の
紹
介
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ

い
．
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

が
50
人
程
度
と
ま
だ

ま
だ
少
な
い
の
で
，

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
．

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
41
回
関
西
鋼
構
造
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
京
都

大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
，
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

今
年
こ
そ
は
優
勝
を
と
研

究
室
一
致
団
結
し
て
臨
み

ま
し
た
が
，
リ
ー
グ
戦
で

行
わ
れ
た
本
大
会
で
は
，

予
選
全
4

試
合
中
1

勝

3
敗
と
い
う
戦
績
に
な
り
，

残
念
な
が
ら
全
14
チ
ー
ム

中
13
位
と
い
う
結
果
に
終

わ
り
ま
し
た
．

し
か
し
，
余
興
で
は
会

場
を
大
爆
笑
に
包
み
，
他

を
圧
倒
し
て
優
勝
と
な
り

ま
し
た
．
こ
れ
で
，
余
興

4
連
覇
と
な
り
ま
し
た
．

アカウント名
：OCU_bridge

ゼ
ミ
旅
行

ゼ
ミ
旅
行
で
秋
田
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た
．
1
日
目
は
な
ま
は
げ
館

に
行
き
，
な
ま
は
げ
の
劇
や
な
ま
は
げ
体
験
を
し
ま
し
た
．
そ
の
後
は
，

地
元
で
有
名
な
居
酒
屋
「
べ
ら
ぼ
う
」

に
行
き
，
秋
田
料
理
を
堪
能
し

ま
し
た
．
2
日
目
は
，
レ
ー
ル
の
上
を
専
用
の
自
転
車
で
走
る
レ
ー
ル

バ
イ
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
．
そ
の
後
，
本
旅
行
メ
イ
ン
で
あ
る
乳
頭
温

泉
巡
り
を
し
ま
し
た
．
夜
は
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
り
，
飲
み
会
を
し
ま

し
た
．
ワ
ー
ド
ウ
ル
フ
で
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
．

3
日
目
は
田
沢
湖
の
遊
覧
船
か
ら
始
ま
る
贅
沢
な
1
日
で
し
た
．
そ
の

後
，
田
沢
湖
周
辺
の
名
所
を
回
り
，
抱
返
り
渓
谷
に
行
き
ま
し
た
．
空

気
が
き
れ
い
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
．
贅
沢
な
三
日
間
で
日
頃

の
研
究
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

なまはげ館・伝承館

エ
ム
・
エ
ム
ブ
リ
ッ
ジ(

株)

上
野
慶
太
様(

平

成
16
年
度
修
士
課
程
修
了)

が
，
伊
藤
學
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
．
伊
藤
學
奨
励
賞
と
は
，

鋼
橋
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
顕
著
な
活
動
が

あ
っ
た
個
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
．
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
上
野
様
と
は
，
現
在
も

共
同
研
究(

リ
ベ
ッ
ト
継
手
の
高
力
ボ
ル
ト
置
き

換
え
に
よ
る
補
修
補
強
工
法
に
関
す
る
研
究)

で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

乳頭温泉郷

抱返り渓谷

松
村
先
生
教
授
就
任

令
和
元
年
4
月
1
日
に
，
松
村
政
秀
先
生
（
平
成
15
年
度
博
士
課
程

修
了)

が
熊
本
大
学
大
学
院
教
授
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
．


